
基本施策５　読書活動の推進

具体的な施策２　読書環境の整備

取り組み内容 担当
評価

（現状、課題、今後の方向性等）

家

庭

本にふれる機会の

充実

本にふれる機会を増やすため、

図書館や書店に出かけたり、家

庭内で読み聞かせを行うよう働

きかける。

図書館

本に触れる機会を増やすため、また図書

館の利用促進の一環として、読み聞かせ

のイベントを図書館にて定期的に開催し

ている。

蔵書数の充実

子どもが多くの絵本に出会える

ように、また、自分の好きな本

を見つけることができるよう

に、各施設の蔵書数を増やす。

幼稚園・保

育所・認定

こども園

就学前施設の蔵書については適宜購入し

ており、今後も充実化に努める。

おやこ広場での読

書環境整備

本にふれる機会を増やすため、

地域の親子が気軽に参加するこ

とができるイベントなどを開催

する。

おやこ広場

現状として、子育て講座「絵本劇場＆わ

らべうたあそび」などを開催し、絵本に

触れる機会を作っている。また、各おや

こ広場で絵本を手に取って見てもらえる

ようにしている。

課題として、新型コロナの影響で絵本の

貸出ができないため、興味を持っても

らった絵本があっても、家に持って帰っ

てさらにその絵本に触れてもらうという

ことができない。

方向性として、今後もイベントの開催を

継続していく。イベントの周知を図ると

ともに、各おやこ広場で絵本に興味を

持ってもらった親子に、別のおやこ広場

を紹介して新たな絵本に触れてもらえる

ようにする。
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取り組み内容 担当
評価

（現状、課題、今後の方向性等）
取り組み

蔵書数の充実

子どもが多くの本に出会えるよ

うに、また、自分の好きな本を

見つけることができるように、

各施設の蔵書数を増やす。

各小中学校

現状として、５か年計画において蔵書数

の充実を図っており、令和４年度が３年

目となる。

課題として、各校蔵書の分類が９類に

偏っており、９類以外の蔵書も刊行年が

古く、資料としてふさわしくないため、

更新のサイクルを考えると、蔵書数の充

実には時間がかかるものと考えられる。

今後の方向性として、９類以外の蔵書の

充実を図るとともに、サブスクリプショ

ン制電子書籍の導入を検討し、児童生徒

が本と出会う場面の充実に努める。

図書館と連動する

蔵書検索システム

の構築

多くの本に出会うため、学校図

書館だけでなく、図書館の蔵書

も検索できるよう、学校と図書

館の連動システムを構築する。

図書館

各小中学校

市立図書館と学校図書館のシステムの統

合により、資料の検索や貸出など、相互

の連携が可能になった。また図書館員が

各小学校を訪問し、機器の操作等につい

ての相談に応じている。今後は連携シス

テムを活かした学校支援を強化する。

（図書館）

現状として、学校図書館と図書館が連動

した蔵書検索システムを利用し、図書館

の蔵書も検索することができている。

課題として、検索した本を学校図書館で

借りるための本を運ぶシステムが整備さ

れていない。

今後の方向性として、児童生徒が学校で

予約すれば、いずれの館の本であっても

借りられるシステムの構築をめざす。

（各小中学校）

学校図書館地域開

放事業の促進

学校図書館を地域コミュニティ

の拠点として開放し、地域住民

の読書環境を整備するととも

に、親子での利用促進を行う。

生涯学習課

(再掲）

学

校

図

書

館



取り組み内容 担当
評価

（現状、課題、今後の方向性等）
取り組み

児童書の充実

幼児期から本に親しむ環境を整

備し、読書の習慣化を推進する

ため、多くの絵本に触れ、自分

の好きな絵本を見つけることが

できるよう、児童書数の充実を

図る。

図書館

改めて蔵書構成の基準を定め、それに基

づいた児童書数の充実を図っている。今

後も公共図書館として望ましい蔵書構成

になるよう努める。

年齢別書籍コー

ナーの整備

図書館で、各年齢層で読みたい

本に出会えるよう、書籍の並び

替えや、児童コーナーやヤング

アダルトコーナーなど、年齢層

別の書籍コーナーを設置する。

図書館

（再掲）

読書手帳の配布

本を読むのが楽しくなるきっか

け作りとして「読書手帳」の配

布を推進する。

図書館

借りている資料名を機械印字できる「本

の通帳」を市内小中学生に配布。令和4

年9月からは2冊目以降を無料配布し、

読書が楽しくなるようなきっかけ作りに

努める。

図書館と連動する

蔵書検索システム

の構築

多くの本に出会うため、学校図

書館だけでなく、図書館の蔵書

も検索できるよう、学校と図書

館の連動システムを構築する。

図書館

（再掲）

予約機能の利用推

進

多くの書籍に触れる機会を増や

すため、予約を受けた書籍は、

府立図書館や他市の図書館から

の貸し出しなども利用し、でき

る限り迅速に提供するなど、書

籍の予約利用を推進する。

図書館

必要な資料が購入できなかった場合は、

府内だけでなく府外からも相互貸借制度

を利用して借り受け、できる限り提供す

るよう努めている。

広域利用の促進

泉北４市１町（堺市・泉大津

市・高石市・和泉市・忠岡町）

の図書館の相互利用を促進す

る。

図書館

移転前は泉大津在住・在勤・在学者と泉

北4市1町の市民のみが図書館カード作

成可能であったが、移転後はその範囲を

広げ日本在住なら誰でもカードを作成で

きるようになった。そのため市外利用者

の登録が増加した。今後も広域利用を通

じて図書館を中心とする関係人口の増加

を目指す。

図書館施設機能の

検討

図書館施設の役割や施設の整備

について検討を行う。
図書館

図書館協議会を設置し、年2回会議を

行っている。

図

書

館



取り組み内容 担当
評価

（現状、課題、今後の方向性等）
取り組み

生涯学習施設など

における図書の充

実

生涯学習施設などの空きスペー

スを利用し、書籍の充実を行

う。

生涯学習課

南北公民館には、読書スペースを設けて

おり、書架には図書館のリサイクル本や

寄贈された本を設置している。今後も書

籍の充実を図っていきたい。

読書ネットワーク

の強化

地域で読書活動を推進している

団体と意見交換や情報交流を行

うために、関係者が集まれる

ネットワークを構築する。

生涯学習課

地域で読書活動を推進している団体の把

握に努めている。今後、まちぐるみ図書

館を進めていく上でも必要であると考え

ている。

活動支援の強化

読書活動を推進している個人や

団体に対し、それぞれが活動で

きる場所や参加できるイベント

の情報を提供する。また、それ

ぞれの活動内容を地域に発信す

る。

生涯学習課

地域開放している学校図書館や地域施設

ほか、まちぐるみ図書館において活動で

きるよう、場所の提供や拡充、情報発信

に努める。

あわせて、関係者間での意見交換や活動

内容の共有の場も設ける。

学校図書館地域開

放事業の促進

学校図書館を地域コミュニティ

の拠点として開放し、地域住民

の読書環境を整備するととも

に、親子での利用促進を行う。

生涯学習課

(再掲）

図

書

館

地

域


